
オタゴ大学ランゲージセンター留学報告 
 

教育文化学部 人間社会課程 ２年 （坂本麻衣） 

 

○留学先： 

ニュージーランド・ダニーデン・オタゴ大学ランゲージセンター 

 

○留学期間： 

２０１１年８月～２０１１年９月 

 

○渡航時の学年：    

２年次 

 

○渡日前の手続について 

・留学に至った経緯について： 

ＴＯＥＦＬのスコアを伸ばすため。 

 

・大学での手続について： 

留学の申し込み用紙を取りにいき、提出した。 

 

・査証取得： 

特になし 

 

○留学体験記： 

ホームスティの環境は、私以外に留学生（中国・１８歳・女）が一人いて、それぞれ部屋が用意され

ていた。自分の部屋の中に暖房があったが、かなり寒かった。シャワーとトイレは留学生用に別に

設けられていた。ホストファミリーは６０代後半の夫婦で、今までに２０人の留学生を受け入れたこ

とがある人だった。大学のサポート状況は、事務室やスタッフは皆親切だった。日本語が話せ

るスタッフが一人いた。授業の様子は、先生が面白く、楽しく授業を受けることができた。

少人数のクラスなので質問もしやすく、分からないことは気軽に聞けた。授業では話す力

と聞く力と読む力と書く力の全てを伸ばす勉強ができた。他の留学生たちの様子は、中国や

サウジアラビア、日本からくる留学生が多かった。日本人以外の留学生は比較的、早朝の

授業に遅刻する生徒が多いと感じた。他の留学生たちはフレンドリーで仲良くなれた。た

だ、アラブ系の留学生は英語のなまりが強く、初めは聞きづらかったが、慣れてくると徐々

に分かるようになった。週末には他の留学生とパーティーを開くなどして、交流を深める

ことができた。現地学生との交流は、学校の授業とは別に週三回で“kiwi”の学生と交流で

きる時間が設けられていたので、出来る限り参加した。そこでは若者言葉を学んだり、雑

談をしたりした。 

 

○帰国後について 

・派遣先で単位を取得しましたか？（ しなかった ） 

・派遣先で取得した単位は宮崎大学で認定されましたか？（ されなかった ） 

※これから申請される方は審査終了後、報告してください。） 

○今後、留学を希望する宮大生のみなさんへ 

日本のことは何でも質問されても答えられるようにしておいた方がいいと思います。私は、日本の

ことを沢山質問されましたが、いくつか答えられなかったものがあったので、恥ずかしかったです。

また、ニュージーランドは、日本で聞きなれているアメリカ英語とは違って、どちらかというとイギリ

ス英語なので、最初は聞きとりにくかったです。いろいろな英語に触れておくことが大事だと思いま

す。 


